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〈
書
評
〉

二
0
0
一
年
十
一
月
に
公
開
さ
れ
た
『
孔
子
詩
論
』
（
仮
題
、
『
上

海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
一
）
』
所
収
。
以
下
、
『
詩
論
』
と

称
す
）
は
、
詩
経
研
究
に
新
し
い
動
き
を
齋
す
新
出
土
資
料
と
し

て
、
非
常
な
驚
き
と
期
待
を
も
っ
て
迎
え
ら
れ
た
。
公
開
直
後
、

相
次
い
で
発
表
さ
れ
た
関
連
研
究
の
ほ
と
ん
ど
は
、
竹
簡
の
配
列

や
文
字
の
隷
定
・
釈
文
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
も
現

在
で
は
ほ
ぼ
出
揃
っ
た
感
が
あ
る
。
現
在
も
、
『
上
海
博
物
館
蔵
戦

国
楚
竹
書
』
の
続
編
に
よ
っ
て
新
た
な
出
土
文
献
が
次
々
と
公
開

さ
れ
て
い
る
た
め
、
『
詩
論
』
研
究
に
以
前
の
よ
う
な
勢
い
は
見
ら

れ
な
い
が
、
「
簡
吊
研
究
」

(
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
j
i
a
n
b
o
.
o
r
g
/
)

等
で

は
、
研
究
成
果
が
継
続
的
に
発
表
さ
れ
て
い
る
。

今
回
取
り
上
げ
る
陳
桐
生
氏
（
以
下
、
著
者
と
称
す
）
の
『
《
孔

子
詩
論
》
研
究
』
（
中
華
書
局
、
二

0
0
四
年
十
二
月
、
横
組
簡
体

字
、
三
四
一
頁
）
は
、
こ
れ
ま
で
の
『
詩
論
』
研
究
を
踏
ま
え
つ

つ
、
新
た
な
視
点
に
よ
る
研
究
成
果
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

陳
桐
生
著

炊
《
孔
子
峙
恰
》
看
哉
国
南
楚
《
峙
》
学
（
代
序
）

一
哉
国
南
北
学
木
中
心

二
哉
国
南
楚
的
経
学
研
究

三
哉
国
南
楚
《
峙
》
学
特
点

四
本
井
宗
旨
和
方
法

第
一
章
《
孔
子
峙
詑
》
的
作
者
与
吋
代

一
孔
子
悦

二
子
夏
悦

三
子
恙
悦

四
子
上
悦

五
不
知
名
悦

六
竹
お
成
井
年
代
考

第
二
章
《
孔
子
峙
詑
》
学
木
思
想
考
源

『
《
孔
子
詩
論
》

『
戦
国
楚
簡
研
究

2
0
0
 5』
(
『
中
国
研
究
集
刊
』
別
冊
特
集
号
〈
総
38
号〉）

本
書
の
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

研
究
』

平
成
十
七
年
十
二
月
一
九
六
ー
ニ

0
四
頁

上

野

洋

子
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竹
井
之
前
的
峙
示
教
化
佳
統

二
竹
井
《
峙
》
旨
潮
源

第
三
章
《
孔
子
峙
詑
》
的
理
詑
剣
新

一
悦
《
峙
》
方
法
的
重
大
特
変

二
概
括
四
癸
《
峙
》
旨

三
初
歩
礁
立
悦
《
峙
》
理
恰
模
式

皿
竹
井
未
渉
及
的
理
詑

第
四
章
《
孔
子
峙
恰
》
与
汲
代
《
峙
》

一
汲
代
《
峙
》
学
的
両
大
来
源

二
荀
子
：
炊
南
楚
《
峙
》
学
到
汲
代
《
峙
》
学
的
中
岡
杯
市

三
《
孔
子
峙
恰
》
在
汲
代
或
有
侍
本

四
《
孔
子
峙
恰
》
与
《
咎
峙
》

五
《
孔
子
峙
詑
》
与
《
芥
峙
》

六
《
孔
子
峙
恰
》
与
《
肺
峙
》

七
《
孔
子
峙
恰
》
与
《
毛
峙
》

附
呆
一
《
孔
子
峙
詑
》
筒
注

附
呆
二
《
孔
子
峙
玲
》
与
先
秦
両
汲
況
《
峙
》
文
献
対
照
表

附
呆
三
《
孔
子
峙
詑
》
研
究
詑
著
目
呆
索
引

全
二
十
九
簡
（
注
1
)

の
う
ち
、
半
分
以
上
が
欠
損
簡
で
あ
る
『
詩

論
』
を
検
討
す
る
に
は
、
ま
ず
竹
簡
の
配
列
・
釈
読
に
つ
い
て
整

理
す
る
必
要
が
あ
る
。
著
者
は
基
本
的
に
馬
承
源
氏
の
説
（
『
上
海

博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
(
-
)
』
所
収
の
釈
文
）
に
従
い
、
諸
説
を

参
考
す
る
手
法
を
採
用
し
て
い
る
。
以
下
、
本
書
の
内
容
を
順
次

ま
と
め
つ
つ
、
寸
評
を
試
み
た
い
。

「
代
序
」
で
は
、
『
詩
論
』
が
戦
国
期
の
南
方
楚
に
お
け
る
詩
学

を
代
表
す
る
文
献
で
あ
っ
た
こ
と
を
詳
説
す
る
。
著
者
は
、
『
詩
論
』

が
登
場
す
る
背
景
を
説
明
す
る
た
め
に
、
戦
国
中
期
に
最
盛
期
を

迎
え
た
楚
の
学
術
活
動
を
概
観
し
、
更
に
孔
子
の
事
跡
等
を
踏
ま

え
、
楚
地
に
お
け
る
経
学
の
定
着
・
展
開
に
つ
い
て
確
認
す
る
。

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
『
詩
論
』
の
特
性
を
よ
り
明
確
に
す
る

た
め
の
比
較
対
象
に
、
『
孟
子
』
を
北
方
詩
学
の
代
表
と
し
て
挙
げ

る
点
で
あ
る
。
著
者
は
、
両
者
が
共
に
孔
学
を
宣
揚
し
、
心
性
論

を
学
問
の
根
底
と
し
な
が
ら
も
、
詩
学
に
お
け
る
基
本
的
立
場
は

異
な
る
と
指
摘
す
る
。
す
な
わ
ち
、
『
孟
子
』
が
王
道
政
治
に
基
づ

く
歴
史
的
観
点
か
ら
詩
を
理
解
す
る
の
に
対
し
、
『
詩
論
』
は
詩
そ

の
も
の
に
よ
っ
て
詩
を
理
解
す
る
傾
向
を
持
つ
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
著
者
は
、
次
章
以
降
で
『
詩
論
』
の
成
立
・
作
者

の
問
題
、
及
び
理
論
体
系
や
詩
学
史
上
の
意
義
を
明
ら
か
に
す
べ

く
、
そ
の
前
段
階
と
し
て
、
『
詩
論
』
を
め
ぐ
る
時
代
的
・
地
理
的

背
景
を
可
能
な
限
り
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
。

第
一
章
で
は
、
『
詩
論
』
の
成
立
時
期
と
作
者
に
関
す
る
先
行
研

究
を
紹
介
し
、
そ
れ
ら
の
問
題
点
を
整
理
し
な
が
ら
、
著
者
独
自
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の
見
解
を
提
示
す
る
。

著
者
は
、
戦
国
儒
者
の
大
半
は
曽
参
や
孟
子
と
異
な
り
後
世
名

を
残
す
こ
と
の
な
か
っ
た
者
達
で
あ
る
と
推
察
し
、
『
詩
論
』
の
作

者
も
そ
の
群
に
属
す
る
可
能
性
を
示
唆
す
る
。
筆
者
が
孔
子
作
者

説
や
子
夏
作
者
説
等
に
疑
義
を
示
す
一
方
で
、
孔
子
再
伝
の
弟
子

を
作
者
と
す
る
陳
立
氏
の
見
解
を
肯
定
的
に
評
価
す
る
の
も
、
作

者
を
特
定
の
個
人
と
限
定
す
る
危
険
に
配
慮
す
る
た
め
で
あ
ろ
う
。

但
し
著
者
は
、
陳
氏
の
見
解
を
も
う
一
歩
進
め
る
べ
き
だ
と
し

て
、
『
詩
論
』
の
成
立
時
期
と
作
者
と
を
確
定
す
る
た
め
の
指
標
を

十
二
個
挙
げ
な
が
ら
考
察
を
進
め
る
。
そ
し
て
最
終
的
に
、
「
我
汰

カ
《
孔
子
峙
恰
》
的
成
井
年
代
大
致
在
子
思
之
后
、
孟
子
之
前
，

宕
的
作
者
是
寺
治
《
涛
三
百
》
的
儒
家
経
師
，
与
滸
心
性
学
悦
的

子
思
派
学
者
有
着
緊
密
的
学
木
朕
系
」
（
九
六
頁
）
、
つ
ま
り
『
詩

論
』
は
子
思
か
ら
孟
子
の
間
に
成
立
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
作

者
は
「
詩
三
百
」
を
専
門
と
し
、
ま
た
心
性
論
を
掲
げ
る
子
思
学

派
と
何
ら
か
の
密
接
な
関
係
を
持
つ
儒
者
で
あ
っ
た
と
の
結
論
を

導
く
。第
二
章
で
は
、
『
詩
論
』
が
そ
の
学
術
思
想
の
形
成
の
た
め
に
吸

収
し
た
思
想
的
要
素
を
、
主
に
「
峙
尿
教
化
佳
統
」
と
い
う
観
点

か
ら
検
証
す
る
。

筆
者
は
、
西
周
初
年
か
ら
戦
国
前
期
に
い
た
る
「
峙
示
教
化
伶

統
」
を
確
認
し
た
上
で
、
そ
れ
ら
と
『
詩
論
』
と
の
関
連
性
を
逐

一
指
摘
し
、
『
詩
論
』
の
詩
学
史
的
位
置
を
明
確
化
し
よ
う
と
す
る
。

例
え
ば
、
呉
の
公
子
季
札
が
各
地
方
の
詩
楽
を
論
評
し
た
こ
と
（
『
左

伝
』
襄
公
二
十
九
年
）
に
つ
い
て
、
著
者
は
「
他
評
恰
音
尿
的
方
法

是
先
炊
音
示
旋
律
中
品
味
其
中
的
情
感
，
再
炊
音
示
的
”
怨
べ

”
仇
“
；
思
“
；
惧
“
、
”
尿
“
等
情
感
表
現
来
判
断
核
国
的
政
治
状

況」

(
1
0
九
頁
）
と
分
析
し
、
国
風
に
よ
る
「
博
観
人
俗
」
（
第

三
簡
）
を
記
す
『
詩
論
』
の
説
は
、
季
札
の
こ
う
し
た
思
想
を
受

け
継
ぐ
も
の
と
述
べ
る
。

ま
た
、
孔
子
『
論
語
』
や
子
思
『
中
庸
』
『
性
自
命
出
』
に
対
し

て
も
こ
の
よ
う
な
検
討
を
行
っ
た
上
で
、
更
に
従
来
の
詩
楽
思
想

に
対
し
て
孔
子
が
提
示
し
た
創
見
、
つ
ま
り
詩
を
断
章
取
義
す
る

の
で
は
な
く
、
詩
そ
の
も
の
の
吟
味
を
重
視
す
る
と
い
う
思
考
、

及
び
後
の
子
思
学
派
に
よ
る
性
情
理
論
と
礼
学
と
の
確
立
に
注
目

し
、
そ
れ
ら
が
『
詩
論
』
に
お
け
る
学
術
思
想
の
根
本
に
な
る
と

結
論
づ
け
る
。

第
三
章
で
は
、
詩
を
説
く
手
法
が
転
換
を
迎
え
た
背
景
、
及
び

『
詩
論
』
の
理
論
（
「
悦
《
峙
》
方
法
詑
」
「
《
頌
》
《
大
雅
》
《
小

雅
》
《
邦
凩
》
四
癸
埒
的
大
旨
」
等
）
に
つ
い
て
分
析
を
行
う
。
著

者
は
、
『
詩
論
』
に
登
場
す
る
四
種
類
の
カ
テ
ゴ
リ
「
四
類
詩
」

（
「
訟
」
「
大
夏
」
「
小
夏
」
「
邦
風
」
）
が
、
詩
を
個
別
的
に
論
じ

る
手
法
か
ら
詩
を
体
系
的
に
論
じ
る
手
法
へ
の
、
画
期
的
な
転
換

を
あ
ら
わ
す
も
の
と
考
え
る
。
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そ
の
背
景
に
は
、
儒
家
の
詩
楽
理
論
を
と
り
ま
く
状
況
や
風
習

の
変
移
が
あ
る
。
戦
国
前
期
、
儒
家
の
心
性
論
が
文
学
理
論
に
浸

透
し
た
こ
と
で
、
儒
者
は
詩
歌
に
表
れ
る
情
感
の
本
質
を
認
識
し
、

ま
た
そ
の
情
感
を
礼
儀
で
節
す
べ
き
と
の
考
え
を
具
体
的
に
持
つ

よ
う
に
な
る
。
折
し
も
、
鄭
や
衛
に
起
こ
っ
た
新
楽
に
よ
っ
て
戦

国
諸
侯
の
古
楽
離
れ
が
起
こ
り
、
断
章
取
義
の
風
潮
も
衰
退
に
向

か
う
時
期
で
あ
っ
た
。
政
治
的
な
断
章
取
義
の
対
象
で
あ
っ
た
「
詩

三
百
」
が
、
次
第
に
吟
味
・
研
究
の
対
象
と
な
っ
た
た
め
、
そ
こ

で
初
め
て
『
詩
論
』
の
よ
う
な
、
自
覚
的
な
分
類
研
究
が
必
要
に

な
っ
た
と
著
者
は
述
べ
る
の
で
あ
る
。

『
詩
論
』
は
、
「
四
類
詩
」
の
主
旨
を
、
教
化
と
密
接
に
関
わ
る

「
徳
」
の
概
念
で
把
握
す
る
。
「
徳
」
に
基
づ
い
た
統
治
に
よ
る
民

心
の
獲
得
は
儒
家
が
重
ん
じ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
文
王
は
そ
の
典

型
と
さ
れ
る
。
筆
者
は
、
理
想
的
統
治
者
で
あ
る
文
王
を
称
賛
す

る
詩
が
『
詩
論
』
に
多
い
こ
と
、
礼
儀
に
よ
っ
て
性
情
を
節
制
す

る
傾
向
、
及
び
教
化
思
想
が
読
み
取
れ
る
こ
と
か
ら
、
子
思
学
派

の
思
想
を
吸
収
し
た
作
者
は
、
文
王
を
称
え
た
詩
へ
の
評
論
を
通

し
、
詩
楽
に
よ
る
教
化
と
い
う
思
想
で
詩
の
解
釈
を
統
一
し
た
と

述
べ
る
。

ま
た
、
「
徳
」
同
様
「
命
」
「
誠
」
も
文
王
と
密
接
に
関
わ
る
重

要
な
タ
ー
ム
と
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
筆
者
は
、
天
に
由
る

「
命
」
が
「
徳
」
と
し
て
人
間
に
内
在
し
、
そ
れ
が
偽
り
な
き
「
誠
」

と
し
て
発
現
す
る
と
捉
え
、
そ
の
理
想
的
な
在
り
方
、
つ
ま
り
一

般
の
「
民
性
」
に
と
っ
て
の
模
範
が
文
王
で
あ
っ
た
と
解
釈
す
る
。

『
性
情
論
』
『
性
自
命
出
』
は
、
人
性
へ
の
探
索
、
及
び
礼
儀
に

関
す
る
論
を
中
心
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
天
命
は
人

性
を
付
与
し
、
そ
の
性
は
心
に
頼
る
。
そ
の
心
の
方
向
性
を
導
く

の
は
、
「
物
」
「
習
」
と
い
う
外
的
要
素
で
あ
る
た
め
、
人
性
に
対

し
て
は
詩
書
礼
楽
に
よ
る
教
化
が
重
要
と
な
っ
て
く
る
。

著
者
は
、
『
詩
論
』
が
子
思
学
派
の
こ
う
し
た
性
情
理
論
に
基
づ

く
文
献
で
あ
る
と
し
、
『
詩
論
』
に
お
け
る
「
民
性
固
然
」
の
一
句

を
そ
の
根
拠
と
す
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
「
民
性
」
は
「
性
は
命
よ

り
出
で
、
命
は
天
よ
り
降
る
」
（
『
性
自
命
出
』
『
性
情
論
』
）
、
つ

ま
り
天
が
賦
与
す
る
「
性
」
と
さ
れ
、
「
固
然
」
は
「
〔
民
性
と
は
〕

性
情
論
に
あ
る
通
り
‘
天
に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
」
と
、

「
民
性
」
が
子
思
学
派
の
理
論
に
基
づ
い
て
現
出
す
る
こ
と
を
確

認
す
る
言
辞
と
理
解
さ
れ
る
。

で
は
、
こ
う
し
た
性
と
詩
と
の
関
係
は
い
か
な
る
も
の
か
。
筆

者
は
次
の
よ
う
に
考
え
る
。
天
が
賦
与
し
た
性
は
情
の
根
源
で
あ

り
、
人
間
の
生
命
と
共
存
•
連
動
す
る
。
生
命
が
感
動
し
性
が
躍

動
す
れ
ば
、
そ
れ
が
契
機
と
な
っ
て
詩
楽
が
生
ま
れ
る
。
つ
ま
り
、

『
詩
論
』
に
お
け
る
「
民
性
」
は
、
詩
が
生
ず
る
根
本
的
な
要
素

を
示
す
名
称
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
筆
者
は
『
詩
論
』
の
理
論
を
性
情
思
想
か
ら
解
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釈
す
る
。
そ
の
他
、
『
詩
論
』
と
性
情
理
論
と
の
思
想
的
関
連
性
が

窺
え
る
例
と
し
て
は
、
「
詩
亡
隠
志
」
（
第
一
簡
）
が
挙
げ
ら
れ
よ

う
。
こ
の
句
は
、
『
尚
書
』
尭
典
の
「
詩
言
志
」
に
依
る
と
さ
れ
る

が
、
「
志
」
の
解
釈
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
筆
者
は
、

『
性
自
命
出
』
『
性
情
論
』
等
を
新
た
な
判
断
材
料
と
し
、
戦
国
中

期
以
前
の
儒
家
は
、
詩
楽
の
「
言
情
」
と
い
う
本
質
を
既
に
認
識

し
て
い
た
と
考
え
、
「
志
」
を
「
情
」
と
理
解
す
る
。

『
詩
論
』
と
性
情
理
論
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
は
、
既
に
李
学

勤
氏
が
「
〔
《
峙
恰
》
）
渉
及
性
、
情
、
徳
、
命
之
悦
，
可
与
同
出

《
性
情
詑
》
（
郭
店
筒
《
性
自
命
出
》
）
等
相
朕
系
」
(
-
三
五
頁
）

と
示
唆
し
て
い
る
。
著
者
は
こ
の
点
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
見
て

き
た
よ
う
な
複
数
の
視
点
か
ら
更
に
踏
み
込
ん
だ
考
察
を
行
い
、

子
思
学
派
に
お
け
る
性
情
理
論
と
詩
論
と
の
本
質
的
な
繋
が
り
を

見
出
す
に
至
る
の
で
あ
る
。

第
四
章
で
は
、
前
章
に
お
い
て
分
析
し
た
『
詩
論
』
の
理
論
が

漢
代
詩
学
に
お
け
る
基
礎
の
一
端
を
な
す
こ
と
に
つ
い
て
、
具
体

的
な
検
討
が
行
わ
れ
る
。
著
者
は
、
『
詩
論
』
と
四
家
詩
と
の
影
響

関
係
を
論
証
す
る
た
め
に
、
各
家
詩
の
素
地
と
な
る
要
素
を
『
詩

論
』
中
に
指
摘
す
る
。

こ
れ
ま
で
、
先
秦
の
詩
学
を
考
察
す
る
資
料
は
、
先
秦
儒
家
の

説
や
『
左
伝
』
『
国
語
』
等
の
史
料
に
限
ら
れ
て
い
た
た
め
、
そ
の

成
果
は
自
ず
と
広
義
で
曖
昧
な
も
の
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

郭
店
楚
簡
と
上
博
楚
簡
の
発
見
は
こ
の
状
況
を
打
破
し
、
漢
代
詩

学
の
ル
ー
ツ
と
な
る
孟
子
に
代
表
さ
れ
る
北
方
の
詩
学
と
、
『
詩
論
』

に
代
表
さ
れ
る
南
方
の
詩
学
の
存
在
を
浮
き
彫
り
に
し
た
の
で
あ

る（注
2
)
0

著
者
は
、
漢
代
に
『
詩
論
』
の
伝
本
が
残
存
し
た
と
い
う
推
測

の
も
と
、
こ
れ
と
四
家
詩
と
の
関
連
性
を
検
証
す
る
。
特
に
、
四

家
詩
の
う
ち
本
章
が
注
目
す
る
魯
詩
は
、
『
荀
子
』
と
の
関
連
性
抜

き
に
は
語
れ
な
い
。
『
漢
書
』
楚
元
王
伝
に
は
、
魯
穆
生
・
白
生
・

申
公
が
、
『
詩
』
を
荀
子
の
弟
子
で
あ
る
浮
丘
伯
に
受
け
た
と
あ
る

こ
と
か
ら
も
、
魯
詩
は
荀
子
の
系
統
に
属
す
る
と
さ
れ
る
。

荀
子
が
晩
年
を
過
ご
し
た
の
は
、
楚
国
の
蘭
陵
で
あ
っ
た
。
『
詩

論
』
の
下
葬
年
代
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
が
、
楚
都
・
郡
か
ら
出

土
し
た
と
考
え
れ
ば
、
そ
の
下
葬
年
代
は
秦
の
将
軍
白
起
が
郡
の

近
郊
を
制
圧
し
た
紀
元
前
二
七
八
年
以
前
と
な
る
。
ま
た
、
郡
を

追
わ
れ
た
学
者
達
が
遷
っ
た
陳
と
蘭
陵
と
は
比
較
的
近
距
離
に
あ

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
筆
者
は
、
蘭
陵
の
荀
子
に
は
、
陳
に
向
か
う

学
者
達
が
携
え
て
い
た
大
量
の
書
籍
を
実
見
す
る
機
会
が
あ
っ
た

は
ず
だ
と
述
べ
る
。
ま
た
、
『
詩
論
』
と
『
荀
子
』
大
略
篇
に
お
け

る
国
風
と
小
雅
に
関
す
る
記
述
に
は
類
似
点
を
見
出
せ
る
と
し
、

『
荀
子
』
が
『
詩
論
』
の
説
を
吸
収
し
た
と
指
摘
す
る
。
こ
の
よ

う
に
筆
者
は
、
魯
詩
が
『
荀
子
』
を
経
由
す
る
形
で
『
詩
論
』
か

ら
の
影
閣
を
受
け
た
と
す
る
。
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後
に
魯
詩
は
、
『
詩
論
』
の
「
四
類
詩
」
を
分
類
の
基
礎
と
し
た

上
で
、
更
に
新
し
い
「
四
始
説
」
を
設
け
る
こ
と
と
な
る
（
注
3
)
0

そ
の
背
景
に
は
、
文
献
の
最
初
と
最
後
と
に
、
特
に
重
要
な
意
味

を
見
出
さ
ん
と
す
る
学
問
的
傾
向
（
公
羊
学
派
の
よ
う
な
）
が
あ
っ

た
。
つ
ま
り
、
申
公
は
こ
う
し
た
背
景
の
中
、
単
な
る
分
類
で

あ
っ
た
『
詩
論
』
「
四
類
詩
」
の
首
篇
に
特
別
な
意
義
を
含
み
持
た

せ
る
こ
と
で
、
「
関
雖
」
が
「
国
風
」
の
主
題
を
兼
ね
る
と
い
う
、

詩
学
の
体
系
化
を
推
進
し
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
魯
詩
を
含
む
三
家
詩
が
、
「
関
雖
」
を
周
へ
の
批
判

も
し
く
は
不
安
を
詠
ん
だ
詩
（
例
え
ば
魯
詩
に
は
「
周
道
映
」
と

あ
る
）
と
解
釈
す
る
の
に
対
し
、
毛
詩
は
「
后
妃
之
徳
」
と
解
釈

す
る
。
毛
詩
に
お
い
て
「
関
雌
」
と
は
、
帝
王
に
よ
る
教
化
の
起

点
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

漢
代
君
主
専
制
に
お
け
る
思
想
的
制
約
の
も
と
、
毛
詩
が
強
調

し
た
の
は
礼
儀
に
よ
る
情
の
節
制
で
あ
っ
た
と
著
者
は
述
べ
る
。

毛
詩
に
よ
る
教
化
と
は
、
統
治
階
級
に
相
応
し
い
倫
理
的
人
格
の

育
成
、
及
び
理
想
的
な
王
道
政
治
の
実
現
を
目
的
と
す
る
も
の
で

あ
っ
た
。
よ
っ
て
、
毛
詩
序
の
「
〔
発
乎
情
、
止
乎
礼
儀
。
〕
発
乎

情
、
民
之
性
也
」
と
は
、
「
情
出
干
性
」
（
『
性
情
論
』
）
や
「
民
性

固
然
」
（
『
詩
論
』
）
を
そ
の
根
拠
と
す
る
「
発
乎
情
」
以
上
に
、

実
は
「
止
乎
礼
儀
」
の
方
を
重
視
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
著
者
が
、

『
詩
論
』
の
学
術
思
想
を
子
思
学
派
の
性
情
理
論
と
礼
学
と
に
基

毛
詩
は
そ
の
う
ち
礼
儀

づ
く
も
の
と
す
る
説
は
先
に
述
べ
た
が
、

の
側
面
を
受
け
継
ぐ
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
筆
者
は
、
『
詩
論
』
と
魯
詩
及
び
毛
詩
と
の
関
連
性

に
つ
い
て
検
討
す
る
が
、
同
様
に
そ
の
他
の
詩
家
に
つ
い
て
も
『
詩

論
』
に
よ
る
影
響
を
指
摘
し
て
ゆ
く
。

で
は
、
『
詩
論
』
の
影
響
が
四
家
詩
に
ま
で
及
ん
だ
の
で
あ

れ
ば
、
漢
人
は
『
詩
論
』
を
ど
の
よ
う
に
読
ん
で
い
た
の
か
。
筆

者
は
、
類
似
す
る
記
述
が
『
説
苑
』
や
『
孔
子
家
語
』
に
確
認
で

き
る
こ
と
か
ら
、
漢
人
が
『
詩
論
』
を
読
ん
で
い
た
と
し
、
上
の

疑
問
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
推
測
す
る
。
す
な
わ
ち
、
当
時
に

お
い
て
『
詩
論
』
の
よ
う
な
詩
伝
は
数
多
く
、
そ
れ
ら
を
遵
守
す

べ
き
と
の
意
識
が
薄
か
っ
た
。
ま
た
は
、
漢
人
は
既
に
形
式
が
整

え
ら
れ
た
四
家
詩
の
み
を
重
視
し
た
た
め
、
『
詩
論
』
の
よ
う
に
体

裁
の
不
完
全
な
文
献
は
淘
汰
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
筆
者
は
、
漢

代
に
お
い
て
も
な
お
読
ま
れ
た
『
詩
論
』
は
、
四
家
詩
に
影
郷
育
を

残
し
な
が
ら
も
、
お
そ
ら
く
最
終
的
に
は
上
記
の
理
由
で
姿
を
消

す
こ
と
に
な
っ
た
と
推
測
す
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
流
れ
を
ま
と
め
、
著
者
は
先
秦
か
ら
漢
代
に
至
る
詩

学
研
究
の
体
系
化
が
三
段
階
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
と
す
る
。
第

一
に
、
『
詩
論
』
に
お
い
て
「
四
類
詩
」
と
い
う
分
類
に
よ
る
体
系

的
詩
学
の
基
礎
が
築
か
れ
た
こ
と
。
第
二
に
、
こ
れ
を
基
礎
と
し

て
魯
詩
に
「
四
始
説
」
が
現
れ
た
こ
と
。
第
三
に
、
「
四
始
説
」
に
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基
づ
く
毛
詩
に
お
い
て
、
『
詩
』
の
総
序
と
し
て
の
「
関
雖
」
に
よ

り
「
詩
三
百
」
を
総
括
す
る
と
い
う
教
化
体
系
が
完
成
し
た
こ
と
。

こ
の
よ
う
に
本
書
は
、
詩
学
史
的
見
地
か
ら
『
詩
論
』
に
資
料

的
価
値
を
認
め
、
春
秋
時
代
の
詩
学
と
荀
子
か
ら
漢
代
に
ま
で
繋

が
る
詩
学
を
、
継
承
・
補
完
と
い
っ
た
「
運
動
」
を
介
し
て
連
続

さ
せ
、
新
た
な
詩
学
史
を
作
り
上
げ
て
ゆ
く
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
筆
者
の
手
法
や
結
論
の
中
に
は
、
疑
問
に
思

わ
れ
る
点
も
あ
る
。

第
一
に
、
断
章
取
義
に
対
す
る
『
詩
論
』
作
者
の
位
置
付
け
で

あ
る
。
断
章
取
義
の
風
潮
が
盛
ん
で
あ
っ
た
春
秋
時
代
か
ら
、
そ

の
風
潮
が
残
っ
て
い
た
孔
子
の
時
代
、
そ
し
て
断
章
取
義
が
な
お

見
ら
れ
る
孟
子
・
荀
子
の
時
代
へ
と
、
筆
者
の
視
点
は
断
章
取
義

の
風
潮
の
衰
退
を
追
い
な
が
ら
推
移
す
る
。
し
か
し
、
断
章
取
義

の
風
潮
が
依
然
残
っ
て
い
る
孔
子
と
、
孟
子
・
荀
子
の
間
に
位
置

す
る
『
詩
論
』
の
作
者
に
つ
い
て
は
、
「
右
已
経
突
破
了
此
前
和
吋

人
断
章
取
又
的
説
《
峙
》
方
法
，
作
者
不
是
把
《
峙
》
当
作
佳
込

某
秤
志
意
的
工
具
或
媒
介
，
而
是
炊
《
峙
三
百
》
文
本
出
友
，
直

探
《
峙
三
百
》
本
身
何
題
」
（
ニ
ハ
五

S
一
六
六
頁
）
、
つ
ま
り
断

章
取
義
と
ほ
ぼ
無
縁
の
思
考
を
持
っ
て
い
た
と
す
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
『
詩
論
』
と
い
う
文
献
の
性
格
を
考
慮
し
た
場
合
、
そ
の
よ

う
な
理
解
は
果
た
し
て
妥
当
で
あ
ろ
う
か
。

断
章
取
義
は
、
主
に
外
交
等
に
お
け
る
口
頭
で
の
応
接
も
し
く

は
弁
論
の
場
で
行
わ
れ
た
。
よ
っ
て
、
外
交
や
弁
論
の
記
録
と
い

う
性
格
を
持
つ
『
左
伝
』
『
論
語
』
『
荀
子
』
で
は
、
場
中
で
行
わ

れ
た
断
章
取
義
も
記
録
の
対
象
と
な
る
。
だ
が
、
『
詩
論
』
の
性
格

は
必
ず
し
も
こ
れ
ら
と
同
様
で
は
な
く
、
そ
の
重
点
は
む
し
ろ

『
詩
』
の
論
評
に
あ
る
。
そ
の
た
め
、
断
章
取
義
に
よ
る
言
論
が

最
終
的
に
記
録
と
し
て
残
り
得
な
か
っ
た
と
の
状
況
も
想
定
で
き

る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
も
、
『
詩
論
』
の
作
者
を
断
章
主
義
と
の

関
わ
り
か
ら
容
易
に
排
除
す
る
こ
と
は
難
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

第
二
は
、
「
民
性
固
然
」
の
理
解
で
あ
る
。
先
に
挙
げ
た
「
民
性

固
然
」
に
つ
い
て
、
著
者
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

《
孔
子
埒
詑
》
悦
，
《
甘
棠
》
所
表
現
出
来
的
対
召
公
愛
戴
之

情
，
《
葛
盟
》
所
歌
啄
的
肛
宇
父
母
的
喜
悦
，
都
是
”
民
性
固

然
八
送
不
就
是
《
郭
店
楚
墓
竹
筒
．
悟
ハ
ニ
》
所
悦
的
”
愛

生
子
性
，
栄
生
子
愛
“
嗚
？
《
孔
子
峙
詑
》
悦
＂
市
吊
之
不

可
去
也
，
民
性
固
然
“
，
送
不
就
是
《
郭
店
楚
諮
竹
筒
•
悟
凡

二
》
所
悦
的
”
情
生
子
性
，
礼
生
子
情
“
喝
？
（
一
三
六
頁
）

こ
の
段
落
の
目
的
は
、
『
詩
論
』
と
性
情
理
論
と
を
援
用
し

て
「
民
性
固
然
」
を
解
釈
す
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
例
え
ば

「
薯
票
」
に
つ
い
て
の
理
解
は
、
今
本
『
詩
経
』
の
み
を
参
考
に

(202) 



し
た
も
の
で
あ
り
、
『
詩
論
』
本
文
の
該
当
箇
所
（
「
吾
以
〈
葛
漑
〉

得
敬
初
之
志
。
民
性
固
然
。
見
其
美
必
欲
反
其
本
。
夫
葛
之
見
歌
也
，
則

以
叶
淡
之
故
也
；
后
稜
之
見
炭
也
，
則
以
文
武
之
徳
也
。
」
）
を
考
慮
し

た
も
の
で
は
な
い
。
•
つ
ま
り
、
こ
こ
で
は
「
民
性
固
然
」
の
前
後

の
文
脈
に
対
す
る
考
察
が
不
十
分
な
ま
ま
『
性
情
論
』
等
の
理
論

に
引
き
つ
け
、
「
民
性
固
然
」
を
人
性
の
発
生
原
理
を
確
認
す
る
言

辞
と
す
る
の
で
あ
る
。
だ
が
、
『
詩
論
』
中
に
『
性
情
論
』
と
類
似

す
る
記
述
が
あ
る
の
な
ら
ば
と
も
か
く
、
『
詩
論
』
の
「
民
性
」
を

天
命
に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
も
の
と
言
い
切
る
こ
と
は
難
し
い
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。

『
詩
論
』
の
理
論
が
、
子
思
学
派
の
性
情
理
論
か
ら
影
響
を
受

け
た
も
の
と
い
う
著
者
の
指
摘
に
つ
い
て
は
幾
度
か
述
べ
た
。
し

か
し
、
そ
の
指
摘
は
『
詩
論
』
の
総
合
的
な
検
討
か
ら
で
は
な
く
、

「
民
性
」
の
一
語
の
み
か
ら
導
き
出
し
た
も
の
と
い
う
印
象
が
強

い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
出
土
資
料
や
伝
世
文
献
の
使
用
に

お
い
て
、
時
折
や
や
強
引
な
印
象
を
受
け
る
の
も
、
著
者
が
、
『
詩

論
』
の
思
想
史
的
な
流
れ
を
明
確
に
位
置
付
け
よ
う
と
強
く
意
識

し
て
い
る
た
め
か
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
他
気
づ
い
た
点
と
し
て
、
『
荀
子
』
大
略
篇
に
つ
い
て
は
、

そ
の
成
立
に
疑
わ
し
い
点
が
あ
る
が
、
著
者
は
今
本
『
荀
子
』
が

蘭
陵
で
著
さ
れ
た
と
考
え
て
お
り
、
『
左
伝
』
の
記
事
を
無
批
判
に

春
秋
の
史
実
と
す
る
（
前
掲
の
季
札
の
例
）
な
ど
、
個
々
の
資
料

批
判
が
十
分
で
は
な
い
点
も
見
受
け
ら
れ
る
。

ま
た
、
炭
素
1
4
年
代
測
定
の
定
点
が
一
九
五

0
年
で
あ
る
こ
と

を
著
者
が
認
知
し
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
箇
所
も
あ
る
。
上
博
楚

簡
の
炭
素
1
4
年
代
測
定
の
値
は
、
ニ
ニ
五
七
土
六
五
（
三
0
八
土
六

五
、
す
な
わ
ち
上
限
・
下
限
年
代
は
紀
元
前
三
七
三
か
ら
紀
元
前
二
四
三
）

で
あ
る
。
し
か
し
著
者
は
、
上
博
楚
簡
の
年
代
測
定
値
が
公
開
さ

れ
た
二

0
0
一
年
を
定
点
と
す
る
た
め
か
、
測
定
値
か
ら
二
五
六

土
六
五
（
上
限
・
下
限
年
代
は
、
紀
元
前
三
ニ
―
年
か
ら
紀
元
前
一
九
一

年
）
と
の
数
値
を
算
出
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
誤
算
に
よ

る
年
代
を
前
提
と
し
た
論
に
つ
い
て
は
注
意
を
要
す
る
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
、
本
書
以
前
の
『
詩
論
』
研
究
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、

『
詩
論
』
研
究
に
お
け
る
本
書
の
意
義
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

近
年
に
お
け
る
『
詩
論
』
研
究
に
つ
い
て
、
本
書
以
前
に
確
認

で
き
る
『
詩
論
』
研
究
の
専
著
に
は
、
劉
信
芳
氏
『
孔
子
詩
論
述

学
』
（
安
徽
大
学
出
版
社
、
二

0
0
三
年
一
月
）
、
黄
懐
信
氏
『
戦

国
楚
竹
書
《
詩
論
》
解
義
』
（
北
京
、
社
会
科
学
文
献
出
版
社
、
ニ

0
0
四
年
八
月
）
の
二
冊
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
前
者
は
、

『
詩
論
』
に
関
す
る
問
題
を
項
目
ご
と
に
分
け
て
考
察
し
た
も
の

で
あ
り
、
後
者
は
、
従
来
の
竹
簡
配
列
説
（
主
に
李
学
勤
氏
）
を

参
考
に
、
独
自
の
配
列
•
分
章
を
行
い
、
各
部
に
詳
細
な
解
説
を

施
し
た
も
の
で
あ
る
。
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(
1
)
池
田
知
久
氏
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
二

0
0
0
年
八
月
の
「
新
出
土

簡
吊
国
際
学
術
研
討
会
」
（
於
北
京
大
学
）
に
て
公
開
さ
れ
た
『
詩
論
』

は
全
三
十
一
簡
で
あ
っ
た
と
い
う
。
読
解
も
可
能
と
さ
れ
る
二
簡
が

注
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
に
対
し
、
本
書
は
『
詩
論
』
に
登
場
す
る

「
四
類
詩
」
を
詩
学
体
系
構
築
の
初
期
段
階
と
す
る
見
解
を
提
示

し
、
漢
代
四
家
詩
と
『
詩
論
』
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
詳
細
に
検

討
す
る
な
ど
、
『
詩
論
』
を
中
心
と
す
る
思
想
史
的
考
察
を
行
う
も

の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
本
書
は
、
『
詩
論
』
研
究
、
広
く
は
『
詩
』

研
究
に
お
い
て
、
示
唆
に
富
む
新
た
な
視
点
及
び
論
点
を
提
示
し

て
く
れ
て
い
る
。

上
記
三
冊
の
専
著
に
限
定
し
た
上
で
、
こ
こ
近
年
の
『
詩
論
』

研
究
の
動
向
を
見
る
と
、
『
詩
論
』
内
部
の
個
別
的
な
問
題
に
つ
い

て
の
考
察
か
ら
、
『
詩
論
』
を
思
想
史
的
に
位
置
付
け
よ
う
と
す
る

大
局
的
な
視
野
に
よ
る
研
究
へ
と
徐
々
に
変
化
し
て
い
る
と
言
え

よ
う
。
幸
い
な
こ
と
に
、
新
し
く
公
開
さ
れ
た
『
上
博
博
物
館
蔵

戦
国
楚
竹
書
（
四
）
』
に
は
、
『
采
風
曲
目
』
『
逸
詩
』
等
、
『
詩
』

と
も
関
連
す
る
新
資
料
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
関
連
資
料
の
一
層

の
充
実
に
よ
り
、
『
詩
』
及
び
『
詩
論
』
の
研
究
が
更
に
前
進
し
て

ゆ
く
こ
と
と
期
待
さ
れ
る
。

収
録
さ
れ
な
か
っ
た
事
情
等
に
つ
い
て
は
、
氏
も
「
不
明
」
と
す
る
。

「
「
上
海
楚
簡
『
孔
子
詩
論
』
に
現
れ
た
「
豊
（
證
）
」
の
問
題
_
ー

開
雖
篇
評
論
に
お
け
る
人
間
の
欲
望
を
規
制
す
る
も
の
と
し
て
の
「
豊

（
證
）
」
ー
」
（
『
東
方
学
』
第
一

0
八
輯
、
二

0
0
四
年
）
参
照
。

(
2
)
小
寺
敦
氏
「
上
博
簡
『
子
恙
』
の
感
生
伝
説
に
つ
い
て
—
|
楚
地
域

に
お
け
る
『
詩
』
受
容
の
視
点
か
ら
ー
ー
」
（
『
史
料
批
判
研
究
』
六

号
、
二

0
0
四
年
）
は
、
北
方
・
南
方
の
別
に
着
目
し
、
楚
地
に
お

け
る
特
徴
的
な
『
詩
』
受
容
の
在
り
方
を
述
べ
る
。
氏
の
論
考
は
『
子

恙
』
『
魯
邦
大
旱
』
『
詩
論
』
を
「
同
一
書
籍
」
と
し
、
荀
子
以
降
に

楚
地
で
成
立
し
た
も
の
と
す
る
な
ど
、
著
者
の
結
論
と
異
な
る
点
も

あ
る
が
、
著
者
同
様
、
地
域
性
の
別
に
着
目
す
る
点
は
興
味
深
い
。

(
3
)
「
四
始
説
」
に
は
、
「
関
雖
」
「
鹿
嗚
」
「
文
王
」
「
清
廟
」
の
四
篇
が
、

そ
れ
ぞ
れ
「
風
」
「
小
雅
」
「
大
雅
」
「
頌
」
首
篇
に
置
か
れ
る
こ
と
に

意
味
が
あ
る
と
す
る
説
や
五
行
に
配
当
す
る
説
等
が
あ
る
。
本
書
で

は
、
司
馬
遷
が
魯
詩
を
学
ん
だ
こ
と
、
及
び
『
史
記
』
孔
子
世
家
の

「
関
碓
之
乱
以
為
風
始
、
鹿
嗚
為
小
雅
始
、
文
王
為
大
雅
始
、
清
廟

為
頌
始
」
に
言
及
す
る
こ
と
か
ら
、
著
者
の
言
う
「
四
始
説
」
と
は

史
記
説
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ま
た
著
者
は
、
魯
詩
以
外
の
三
家
に
も

「
四
始
説
」
は
認
め
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ら
は
魯
詩
を
起
源
と
す
る
も

の
で
あ
る
と
い
う
。
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